
 

 

院政・鎌倉期の行事絵・試論院政・鎌倉期の行事絵・試論院政・鎌倉期の行事絵・試論院政・鎌倉期の行事絵・試論         藤原重雄（東京大学史料編纂所／日本中世史） 
 
１、『年中行事絵巻』と行事絵の諸問題 
（ⅰ）先行研究における行事絵の位置づけ・語られ方 
①やまと絵…日本的な風俗が絵画に描かれるようになる。四季絵・月次絵として行事をと

り上げる。 
  倭絵風俗画－公私の儀式を画いたもの：多くは饗宴〔家永 1946：274〕 
②『年中行事絵巻』…行事絵の典型 
  通説的理解：信西（藤原通憲）主導による保元（1156～58）の大内裏復興・朝儀再興

の気運下に制作開始。 
   後白河院の企画による一大集成。 …信西政権と後白河院政とのギャップは？ 
③似絵…或る年月日の特定の行事を描く絵画に、参加者の似絵が盛り込まれる。肖像画の

問題の観点から。前提には〈直近の出来事の記録〉としての性格づけ。 
 
（ⅱ）池田忍氏の議論 
「（引用者註：「承安五節絵」をとりあげながら、構図が伝統的であると評価し、）晴れの行

事そのものの盛儀を一種普遍的に絵画化した行事絵の制作が先行して、特定の年時〔次〕

による行事の絵画化が試みられたのではなかったろうか」〔池田 1988:11〕 
「「年中行事絵巻」は…（中略）…特定年次の行事を具体的に表すものではなく、年毎に繰

り返されるそれを普遍化して描いたものと理解される。これに対して、他の行事絵におい

ては行事の特定性が追求されたと推測されることが重要である。」〔池田 1991:319〕 
※池田氏はここから先、行事の特定性の問題を、〈誰が参加者であったのか〉という問題

に置き換えて議論を展開するが、その議論が基本的に破綻していることは以前指摘した

〔藤原 1996〕。 
※二類型の行事絵を想定し、α普遍化したもの（具体的には『年中行事絵巻』）から、β

特定年次のもの（＋行事絵的背景から離れた似絵）への発展として捉える。『年中行事絵

巻』に個別性・独立性を付与してβが成立。 
 
（ⅲ）試論 
はたしてそうなのだろうか？ 『年中行事絵巻』を見ていて気づいた論点をあげてみる。 
①『年中行事絵巻』の一部の巻にみられる、〈行事の流れ〉（行事次第）を描くという性格。 

ex.住吉本「賭弓」「内宴」「御斎会」「着〓政」「賀茂祭」、住吉別本「賀茂臨時祭」、鷹
司本「除目」など。 
先行するα′行事を普遍化して描く絵画においては、中心的・象徴的な一場面を描くも

のが大半でなかったか。 
 ←屏風・障子絵の一場面などとして年中行事が選ばれる。行事絵の初例、10世紀『兼
盛集』の一組の連作。 

一方、β特定行事に取材する絵画においては、〈行事の流れ〉が描かれた可能性。巻子。 
cf.『源氏物語』絵合巻に所見の節会の絵、承安五節絵。 
※α『年中行事絵巻』を、特定行事であることを朧化して〈行事の流れ〉を描くものの

集成と位置づけられないか。 



 

 

②『年中行事絵巻』は現存模本が全体の一部分とはいえ、体系性や統一性を必ずしも備え

ていない。 
当初から全体構成が計画されて制作されたというより、個別の契機により制作されたもの

の集積との解釈。〔國賀 1988〕が指摘するように、ある特定の時代性が画面に濃厚に残る。 
cf.「仁安大嘗会御禊行幸絵」奥書：仁安元年（1166）の六条天皇の御禊行幸の準備とし
て〔藤原 2001a:54〕 

 
③従来のように通年の年中行事書と比較するのではなく、部類記編成の類型を参照するの

が適当ではないか。 
史料の構造という点で行事絵と文献史料とを比較すると、行事絵におけるα普遍化／β特

定年次の対比の関係は、文献史料における儀式書・次第書／記録・日記との関係と対照性

がある。 
 儀式書…一般化されたもの。恒例行事を月次に追ってゆく。従来の『年中行事絵巻』の

復原案は、全体構造・構想が儀式書・年中行事書と同様なものと仮定してのもの。 
 日記（公家日記・記録）…特定の年次の個別的な記録。 
 部類記…特定、もしくは複数の日記から、主題別に部類集成。個別の事例としての側面

と行事一般の側面。 
※『年中行事絵巻』の編成は部類記に近いものでは？ 「宮中神事」巻・「諸社祭礼」巻？ 
『年中行事絵巻』を行事絵の代表例とする認識の枠組みを再考。 

 
２、行事絵の作例 〔藤原 2004:288-291〕 
（ⅰ）先行するα′行事を普遍化して描く絵画のうちにも、 
   特定の契機に応じた鑑賞の場での意味の付与が前提となる事例あり。 
（ⅱ）β特定年次のもの 
  ①模本や詞書のみが残る作例 
  ②記録に所見が残るのみの作例 
 
３、行事絵の絵画としての特徴 
（ⅰ）一構図の反復 ←〈行事の流れ〉を描く 
『吉備大臣入唐絵』〔塩出 1986、黒田 1998〕、『信貴山縁起絵巻』〔谷口 1944、村重 1991〕、
『粉河寺縁起絵巻』〔村重 1991〕などでは、舞台の書割のごとく同一構図が繰り返し用い
られる。 
同時代的な画面構成の論理・物語絵画の構造。 
 
（ⅱ）背景描写・群集表現 ←行事における見物人の問題 
 民衆的世界に極めて強い関心を抱き、描き込む姿勢。  
 「口実」としての年中行事絵の枠組み。（ただし、「口実」が把握されているとは言い難

い研究状況。） 
 
（ⅲ）似絵（似顔絵）の問題 
 行事の特定性。参加者の個別性。 



 

 

 行列図については、「見物」「交名を問う」行為との関係が密接〔藤原 2001a〕。 
名前と顔。（画中に記名がなされれば、必ずしも似顔絵でなくともよくなる側面も。） 

 似絵論への新たなアプローチ〔伊藤 2001・2002〕 
 
４、行事絵の詞書 〔藤原 2001b・2004〕 
現存するα『年中行事絵巻』模本は、絵のみの抜き写し。βには、詞書の存在が必然的に

想定される。 
『安元御賀記』などの仮名の日記の成立。〈仮名別記〉というカテゴリー、ジャンルの形成。 
実用的な故実規範の次第・真字記録と、行われた場の空気を伝える仮名記（絵詞・屏風な

ど）の両輪をもって、朝儀の営みを伝え残す。〔三島 2002:13〕 
 
５、行事絵の制作契機 
記念すべき行事（となすべく）を回顧的に描く。 
 
承安三年（1173）最勝光院御所障子絵の画題となった出来事〔藤原 1996〕 
 平滋子の平野行啓・後白河院の高野御幸：仁安四年（1169）3月、高倉の即位直前。 
 建春門院日吉御幸：不明 
 
『年中行事絵巻』の難問 
内裏復興における信西の主導性と、『年中行事絵巻』における後白河院との時期的齟齬。 
後白河院・建春門院・高倉天皇の治世が主調となる巻の存在〔國賀 1988〕。 
 ※栄華・事績の簒奪？ 具体的な喪われしものへの追慕？ 
摂関家関係の行事の多さ。〈後白河の王権〉一辺倒での理解は妥当か？ 
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